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②令和 7.1.24　いいだ市議会だより 240 号

　
請
願
第
５
号
に
関
連

　
　

再
審
法
改
正
の
早
期
実
現
を
求
め
る
意
見
書

　
　
【
提
出
先
】
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

　
　
　
　
　
　

  

内
閣
総
理
大
臣
、
法
務
大
臣開会日QRコード 閉会日QRコード

第４回定例会

令和６年

11月８日
開催

第２回
臨時会
第２回
臨時会

令和６年

第４回
定例会
第４回
定例会
11月29日

～

12月25日
開催

第
４
回
定
例
会
開
会
日
に
、
執
行
機
関
側
か
ら

「
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て
」
な
ど
人
事
案
件
２
件
、

「
飯
田
市
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
施
設
条
例
及
び

飯
田
市
遠
山
郷
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
施
設
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
な

ど
条
例
案
件
８
件
、「
基
本
構
想
の
変
更
に
つ
い
て
」

な
ど
一
般
案
件
26
件
、「
令
和
６
年
度
飯
田
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
案
」
ほ
か
予
算
案
件
５

件
の
議
案
の
上
程
が
あ
り
ま
し
た
。

人
事
案
件
２
件
に
つ
い
て
は
、
開
会
日
に
同
意
し

ま
し
た
。

中
日
（
12
月
６
日
）
に
は
、「
工
事
請
負
契
約
の

一
部
変
更
に
つ
い
て
（
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金

事
業
上
郷
小
学
校
長
寿
命
化
改
良
建
築
工
事
）」
の

第
２
回
臨
時
会
は
、
去
る
11
月
８
日
に
一
日
間
の

日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

臨
時
会
で
は
報
告
案
件
７
件
の
報
告
を
受
け
、
条

例
案
件
１
件
を
審
議
し
、
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
10
月
の
補
欠
選
挙
で
当
選
し
た
長
谷
部
春

生
議
員
が
総
務
委
員
会
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

一
般
案
件
１
件
の
上
程
が
あ
り
、
開
会
日
上
程
の
人

事
案
件
以
外
の
議
案
と
と
も
に
所
管
の
委
員
会
に
付

託
さ
れ
、
議
案
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
議

案
は
最
終
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、最
終
日
に
は
人
事
院
勧
告
に
関
係
す
る「
飯

田
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の一部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
の
条
例
案
件
１
件
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
食
糧
費
価
格
等
の
物
価
高
騰
対
策
支
援

の
た
め
の
補
正
予
算
と
人
事
院
勧
告
に
よ
る
人
件
費

補
正
予
算
と
し
て「
令
和
６
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
６
号
）案
」ほ
か
関
係
す
る
特
別
会
計
の

予
算
案
件
８
件
の
議
案
の
上
程
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
議
案
は
説
明
を
受
け
た
の
ち
、
本
会
議

を
休
憩
し
、
総
務
委
員
会
及
び
予
算
決
算
委
員
会
を

開
催
し
、
議
案
審
査
を
行
い
、
そ
の
後
の
本
会
議
に

お
い
て
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

議
会
発
議
に
よ
る
議
案
に
つ
い
て

【
発
委
第
９
号
】
飯
田
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

【
発
委
第
10
号
】
再
審
法
改
正
の
早
期
実
現
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

全
国
市
議
会
議
長
会
に
お
い
て
「
陳
情
書
の
取
扱

い
に
係
る
規
定
の
見
直
し
」
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
当
市
議
会
に
お
い
て
も
陳
情
書
の
取
扱
い
の
基

準
に
つ
い
て
、
現
行
規
定
を
見
直
し
た
も
の
で
す
。

議
案
に
対
す
る
質
疑
と
審
査

　

人
事
案
件
以
外
の
議
案
は
、
所
管
の
委
員
会
に
付

託
さ
れ
、
集
中
的
に
審
査
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
の
質
疑
等
の
内
容
は
、
次
ペ
ー
ジ
か
ら
の

常
任
委
員
会
の
ペ
ー
ジ
で
、
そ
の一部
を
紹
介
し
ま
す
。

定例会の審議結果や本会議の模
様は、飯田市議会ホームページ、
YouTube「飯田市 議会（中継）」
でご覧いただけます。

　

な
お
こ
の
陳
情
書
の
取
扱
い
に
係
る
規
定
の
見
直

し
に
伴
い
、
陳
情
書
又
は
こ
れ
に
類
す
る
物
の
取
扱
い

を
明
確
に
す
る
た
め
、新
た
に
「
飯
田
市
議
会
陳
情

書
の
処
理
に
関
す
る
規
程
」
を
制
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
議
案
は
、
総
務
委
員
会
が
審
査
を
行
っ
た
令

和
６
年
請
願
第
５
号
「
国
に
対
し
、
再
審
法
改
正
の

早
期
実
現
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
願
い
た
い
」
が

採
択
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
総
務
委
員
会
の
発
議
に

よ
り
、
国
会
及
び
関
係
行
政
庁
に
対
す
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て
委
員
会
議
案
が
提
出
さ
れ
、
可
決
し

ま
し
た
。

飯田市議会ホームページアドレス　
https://www.city.iida.lg.jp/site/
assembly/

可
決
し
た
意
見
書



③ 令和 7.1.24　いいだ市議会だより 240 号

請
願
１
件
を
採
択
し
ま
し
た

総務
委員会
11月29日

12月12・19・25日
に委員会等を開催

委員会の様子は
YouTubeを
ご覧ください。

　

今
定
例
会
に
総
務
委
員
会
へ
付
託
と
な
っ
た
議

案
は
、
条
例
案
件
３
件
、
一
般
案
件
２
件
の
計
５
件

で
し
た
。
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

議
案
審
査
の
中
で
の
主
な
質
疑
の
内
容
を
紹
介

し
ま
す
。

【
内
容
】
消
防
庁
か
ら
の
助
言
に
よ
り
消
防
団
員
に

支
給
す
る
年
額
報
酬
及
び
出
動
報
酬
を
個
人
に
直

接
支
給
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
よ
う
と

す
る
も
の
。

【
主
な
意
見
】

●
再
審
請
求
手
続
き
は
、
え
ん
罪
と
い
う
人
権
侵
害
か

ら
救
済
す
る
最
後
の
拠
り
所
で
あ
り
、
再
審
手
続
き
の

在
り
方
に
対
し
て
、
今
年
３
月
に
与
野
党
の
超
党
派
に

よ
る
議
員
連
盟
が
発
足
し
て
い
る
。
ま
た
、
袴
田
事
件

は
再
審
確
定
ま
で
に
42
年
間
も
の
長
期
を
要
し
、
無
罪

判
決
が
社
会
に
与
え
た
影
響
を
鑑
み
る
と
、
刑
事
訴
訟

法
に
規
定
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
審
理
の
進
め

方
な
ど
が
具
体
的
に
定
ま
っ
て
い
な
い
現
行
法
は
実

情
に
適
し
て
い
る
と
言
い
難
く
、
法
改
正
は
必
要
。

支
給
の
手
続
き
は
ど
の
よ
う
に
行
う
か
。

令
和
７
年
度
の
当
初
予
算
で
は
な
く
、
令
和
６

年
度
の
補
正
予
算
と
し
た
理
由
は
。

支
給
に
あ
た
っ
て
は
活

動
実
績
を
把
握
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
る
が
、
ア
プ

リ
を
活
用
し
て
報
告
を
し
て

も
ら
う
。
四
半
期
ご
と
に
分

団
に
確
認
い
た
だ
く
中
で
活

動
実
績
を
積
み
上
げ
、
出
動
報
酬
、
年
額
報
酬
に
反

映
さ
せ
て
い
く
。支
給
に
つ
い
て
は
、各
個
人
か
ら

口
座
を
申
請
し
て
も
ら
い
、そ
の
口
座
に
振
り
込
む
。

西
部
霊
園
へ
の
新
た
な
合
葬
式
墳
墓
の
建
設

は
、
年
度
当
初
の
段
階
で
は
、
令
和
７
年
度
に

で
き
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
た
が
、
使
用
状
況
を
見

る
中
で
、
令
和
７
年
度
の
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に

供
用
開
始
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
方
が
良
い
と
判

断
し
、
今
定
例
会
で
上
程
し
た
。

　

予
算
案
件
の
う
ち
、
総
務
分
科
会
に
分
担
と
な
っ

た
案
件
は
２
件
で
す
。
い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

A

A

Q

Q

《
予
算
決
算
委
員
会　

総
務
分
科
会
》

飯
田
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化
に
伴

う
施
設
改
修
に
よ
り
、
市
役
所
の
３
階
に
設
置

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
分
か
り
や
す
い
場
所
で
は

な
い
。
将
来
的
に
１
階
な
ど
分
か
り
や
す
い
場
所
に

移
し
て
い
く
と
い
う
検
討
の
余
地
は
あ
る
か
。

年
額
報
酬
の
支
給
に
つ
い
て
、
在
籍
し
て
い
る

だ
け
で
一
度
も
活
動
を
し
て
い
な
い
団
員
と
真

面
目
に
活
動
し
て
い
る
団
員
と
に
不
公
平
感
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

ま
ず
は
１
階
を
検
討
し
た
。
部
署
の
配
置
換
え

も
想
定
し
な
が
ら
考
え
た
が
、
適
当
な
場
所
が

見
つ
か
ら
ず
、
現
状
で
は
Ａ
棟
３
階
の
会
議
室
を
改

修
し
て
設
置
す
る
こ
と
が
最
適
と
判
断
し
た
。
今
後

の
状
況
に
よ
っ
て
は
検
討
の
余
地
は
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

一
度
も
活
動
を
し
て
い
な
い
団
員
に
は
、
年
度

末
に
活
動
の
確
認
を
再
度
行
い
、
全
く
活
動
に

参
加
し
て
い
な
い
場
合
は
支
給
し
な
い
。
長
期
出
張

な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
っ
て
１
年
以
上
不

在
と
な
り
、
消
防
団
活
動
が
で
き
な
い
と
い
う
団
員

に
は
休
団
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
。

A

A

Q

Q 議
案
第
１
１
４
号　

飯
田
市
消
防
団
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
１
４
３
号　

令
和
６
年
度
飯
田
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）
案

議
案
第
１
４
4
号　
令
和
６
年
度
飯
田
市
墓
地
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）案

〔
令
和
６
年 

請
願
第
５
号
〕

国
に
対
し
、
再
審
法
改
正
の
早
期
実
現
を
求
め
る
意

見
書
を
提
出
願
い
た
い

（
請
願
者
）

　
　

飯
田
市
内　

長
野
県
弁
護
士
会 

飯
田
在
住
会

　
　

代
表　

宮
下 

将
吾　

氏



④令和 7.1.24　いいだ市議会だより 240 号

社会文教
委員会
11月29日、
12月16日に
委員会等を開催

委員会の様子は
YouTubeを
ご覧ください。

補
足
説
明
資
料
の
、
応
募
者
か
ら
提
案
さ
れ
た
収

支
予
算
の
見
積
も
り
は
、
令
和
５
年
度
の
収
支
状

況
の
半
分
程
度
と
な
っ
て
い
る
が
、
利
用
者
が
減
少
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。

第
二
飯
田
荘
は
人
材
不
足
で
指
定
管
理
者
を
変
更

す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
運
営
経
費
で
人
材

確
保
が
で
き
る
の
か
疑
問
だ
が
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

ア
ム
ノ
ス
の
会
で
は
、
現
在
の
第
二
飯
田
荘
の
利

用
者
が
30
人
前
後
と
い
う
状
況
と
、
自
身
が
指
定

管
理
者
を
受
け
た
当
初
は
、
少
し
利
用
率
が
下
が
る
と

想
定
し
、
施
設
の
稼
働
率
を
80
％
程
度
と
し
て
収
支
予

算
の
見
積
も
り
を
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

人
材
確
保
は
、
指
定
管
理
者
選
定
時
の
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
ア
ム
ノ
ス
の
会
は
閉
鎖
し
た

施
設
が
あ
り
若
干
の
人
的
余
裕
が
生
ま
れ
て
い
る
。
ま

た
こ
こ
数
年
外
国
人
採
用
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
人
材
確
保
の
見
通
し
が
し
っ
か
り
し
て

AA QQ

説
明
資
料
の
団
体
の
設
立
目
的
に
、「
飯
田
市

が
目
指
す
低
炭
素
な
ま
ち
づ
く
り
及
び
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
」
と
あ
る
が
、
こ

の
団
体
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
推
進
へ
の
活
動
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

２
年
前
も
上
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
料
を
増
額
す
る
補
正
予
算
案
が
提
出
さ

れ
た
。
そ
の
時
に
今
後
の
施
設
運
営
の
方
向
性
が
示

さ
れ
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
の
連
携
強
化
、
地
域

密
着
型
へ
の
移
行
の
検
討
等
が
説
明
さ
れ
た
。
ま
た

QQ
こ
れ
ま
で
、
未
利
用
の
麻
袋
で
マ
ッ
ト
を
作
っ

た
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
を
使
っ
た
ク
ラ
フ
ト

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
り
、
本
来
捨
て
て
し

ま
う
よ
う
な
も
の
を
別
の
形
で
再
生
し
て
い
く
取

組
み
を
実
践
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
来
の
機
能
を

失
っ
て
い
る
こ
の
測
候
所
に
新
し
い
命
を
吹
き
込

ん
で
別
の
機
能
と
し
て
利
活
用
し
て
い
く
こ
と
も
、

文
化
財
の
活
用
の
一
つ
と
し
て
、
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

地
域
密
着
型
通
所
介
護
施
設
へ
切
り
替
え
る
と

報
酬
単
価
が
上
が
り
、
現
在
の
利
用
状
況
か
ら

試
算
す
る
と
収
益
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
提

案
し
て
き
た
が
、
現
在
の
利
用
者
数
を
う
ま
く
調
整

で
き
れ
ば
切
り
替
え
可
能
と
い
う
回
答
を
得
て
い

る
。
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
方
へ
の
利
用
に
つ
な
が
る
よ

う
に
毎
年
確
認
の
意
味
も
込
め
指
示
し
て
い
る
。
ま

た
、
可
能
な
加
算
は
す
べ
て
取
得
し
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。

　

当
委
員
会
は
所
管
事
務
調
査
の
テ
ー
マ
を
「
我
が

ま
ち
で
子
育
て
を
支
え
て
い
く
た
め
に
は
」
と
し

て
、
子
育
て
中
の
マ
マ
・
パ
パ
・
子
育
て
を
支
援
し

て
い
る
方
、
女
子
高
校
生
の
ほ
か
、
議
会
報
告
・
意

見
交
換
会
で
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
を

も
と
に
、
委
員
間
で
協
議

を
重
ね
、
課
題
・
論
点
を

抽
出
し
、
さ
ら
に
関
係
部

局
長
と
の
意
見
交
換
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
委
員
会
活
動

か
ら
、
政
策
提
言
を
ま
と

め
、
12
月
25
日
に
市
長
へ

提
言
書
を
手
交
し
ま
し
た
。

　

提
言
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

A

A

《
予
算
決
算
委
員
会　

社
会
文
教
分
科
会
》

議
案
第
１
４
３
号　

令
和
６
年
度
飯
田
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）
案

　

今
定
例
会
に
社
会
文
教
委
員
会
へ
付
託
と
な
っ
た
議

案
８
件
に
つい
て
、慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
結
果
、い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

【
内
容
】
社
会
福
祉
法
人
ア
ム
ノ
ス
の
会
を
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
第
二
飯
田
荘
の
指
定
管
理
者
と
し

て
、
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
10
年
３
月
31
日

ま
で
の
間
、
指
定
し
た
い
と
す
る
も
の
。

【
内
容
】
リ
テ
ラ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
飯
田
市
旧
測

候
所
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
令
和
７
年
４
月
１
日

か
ら
令
和
10
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
、
指
定
し
た
い

と
す
る
も
の
。

議
案
第
１
３
６
号　
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て（
飯
田
市
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

議
案
第
１
4
１
号　
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て
（
飯
田
市
旧
飯
田
測
候
所
）

「
上
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
」

こ
の
間
、
介
護
報
酬
改
定
等
も
あ
り
取
得
可
能
な
加

算
も
あ
っ
た
と
思
う
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
指
定
管

理
者
は
ど
の
よ
う
に
対
応
を
し
て
き
た
か
。

い
る
と
い
う
判
断
を
し
た
。

所
管
事
務
調
査
に
関
わ
る
政
策
提
言
に
つ
い
て

▲議長から市長へ手交



⑤ 令和 7.1.24　いいだ市議会だより 240 号

産業建設
委員会

委員会の様子は
YouTubeを
ご覧ください。

12月17日に
委員会等を開催

議
案
第
１
１
2
号　

飯
田
市
工
場
立
地
法
準
則

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
１
１
１
号　

飯
田
市
道
の
駅
遠
山
郷
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
１
3
７
号　

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
（
飯
田
市
保
健
休
養
施
設
）

議
案
第
１
3
８
号　

工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更

に
つ
い
て（
橋
り
ょ
う
耐
震
整
備
事
業
橋
梁（
り
ょ

う
）
耐
震
整
備
工
事
）

農
地
施
設
維
持
補
修
事
業
に
つ
い
て

過
去
の
利
用
実
績
な
ど
を
参
考
に
開
業
時
間
等

を
設
定
し
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に

事
業
計
画
及
び
経
営
計
画
を
提
出
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

飯
田
市
都
市
計
画
法
施
行
条
例
に
則
し
て
、

３
、０
０
０
㎡
以
上
の
開
発
行
為
に
お
け
る
基

準
６
％
以
上
と
規
定
し
た
。

AAA

水
路
清
掃
業
務
委
託
料
の
補
正
額
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
事
業
の
内
容
は
。

本
契
約
に
つ
い
て
は
、
本
年
第
２
回
定
例
会
に

お
い
て
増
額
補
正
、
今
定
例
会
で
は
契
約
の
一

部
変
更
と
の
こ
と
だ
が
、
当
初
契
約
時
の
工
事
契
約

額
か
ら
幾
度
も
変
更
に
な
っ
て
い
る
。
工
事
見
積
額

の
算
定
の
仕
方
は
。

補
足
説
明
資
料
中
の
外
部
評
価
に
お
い
て
、
記

載
の
「
お
お
む
ね
良
好
」
と
評
価
し
た
経
過
は
。

施
設
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
、「
湖
面
を
含
む

施
設
の
特
性
を
活
か
し
た
野
外
体
験
事
業
や
イ

ベ
ン
ト
の
実
施
の
提
案
」
と
は
体
験
教
育
旅
行
を
指

し
て
い
る
か
。

指
定
管
理
者
の
飯
田
高
原
保
健
休
養
施
設
管
理

組
合
と
実
務
担
当
者
の
間
に
お
け
る
管
理
上
の

具
体
的
な
作
業
な
ど
、
認
識
の
違
い
が
大
き
い
と
考

え
ら
れ
る
が
、
施
設
の
活
用
を
進
め
る
上
で
、
設
置

者
の
飯
田
市
と
し
て
の
考
え
方
は
。

温
泉
施
設
や
物
品
販
売
施
設
な
ど
、
施
設
内
の

各
区
分
に
定
め
ら
れ
た
開
業
時
間
や
休
業
日
の

設
定
の
根
拠
は
。

指
定
管
理
先
の
経
営
計
画
の
精
査
は
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
る
の
か
。

《
附
帯
意
見
に
つ
い
て
》

　

議
員
間
の
自
由
討
議
が
さ
れ
、
次
の
事
項
が
附
帯

意
見
と
し
て
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

１　

飯
田
市
保
健
休
養
施
設
の
管
理
運
営
に
あ
た
っ

て
は
、
指
定
管
理
施
設
の
設
置
者
と
し
て
、
設
置
目

的
に
沿
っ
て
当
該
施
設
の
目
指
す
将
来
像
を
明
確
に

し
、
そ
の
実
現
に
向
け
取
り
組
む
こ
と
。

２　

取
り
組
み
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
設
置
地

区
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な

関
係
者
の
諸
事
情
を
考
慮
に
入
れ
て
調
整
す
る
と
と

も
に
、
広
く
市
民
及
び
利
用
者
の
声
が
反
映
さ
れ
る

よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

一
級
河
川
松
川
か
ら
の
複
数
の
取
水
口
に
お
け
る

土
砂
撤
去
費
用
が
主
な
事
業
内
容
と
な
って
い
る
。

大
規
模
事
業
に
お
い
て
は
、
設
計
に
お
い
て

精
査
し
て
い
る
が
、
想
定
外
の
事
象
が
生
じ

る
。
設
計
精
度
を
よ
り
高
め
ら
れ
る
よ
う
事
前
の

調
査
を
念
入
り
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
職
員
間
の

チ
ェ
ッ
ク
に
も
努
め
る
。

A AQ Q

QQQ

QQ

管
理
す
る
施
設
は
、
敷
地
面
積
を
含
め
広
範
囲

に
及
ん
で
い
る
。
異
常
の
有
無
、
支
障
木
伐
採
な

ど
安
全
性
の
確
保
に
関
す
る
必
要
な
対
応
を
実
施
し
て

い
る
点
を
評
価
し
た
。

体
験
教
育
旅
行
の
他
、
展
望
台
周
辺
の
眺
望
に

支
障
の
あ
る
樹
木
撤
去
な
ど
の
地
域
内
外
の
皆

さ
ん
と
の
交
流
に
よ
る
環
境
整
備
に
取
り
組
む
こ
と
や
、

障
が
い
者
支
援
団
体
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
た
遊
歩
道
整

備
の
提
案
が
あ
っ
た
。

地
元
地
区
か
ら
は
、

地
域
を
挙
げ
た
施
設

と
し
て
沢
城
湖
一
帯
の
将

来
像
、
資
源
の
活
用
、
整

備
構
想
を
ビ
ジ
ョ
ン
と
し

て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

そ
の
気
持
ち
に
応
え
、
一

緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

AAA

緑
地
面
積
の
割
合
に
つ
い
て
、
市
町
村
準
則
で

は
５
％
か
ら
20
％
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
飯

田
市
の
基
準
を
６
％
と
し
て
い
る
理
由
は
何
か
。

Q
　

今
定
例
会
に
産
業
建
設
委
員
会
へ
付
託
と
な
っ

た
議
案
８
件
に
つ
い
て
、
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
結

果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

《
予
算
決
算
委
員
会　

産
業
建
設
分
科
会
》

議
案
第
１
４
３
号　

令
和
６
年
度
飯
田
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）
案

沢城湖



⑥令和 7.1.24　いいだ市議会だより 240 号

予算決算
委員会
予算決算委員会
及び分科会における
予算議案の審査の
様子は、YouTubeで
動画配信しています。

　

予
算
決
算
委
員
会
前
期
全
体
会
を
12
月
９
日
に

開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、「
基
本
構
想

の
変
更
」
及
び
「
基
本
構
想
に
基
づ
い
て
定
め
る
政

策
体
系
」
の
２
件
に
つ
い
て
は
、
議
会
に
よ
る
行
政

評
価
に
お
い
て
素
案
の
段
階
か
ら
評
価
・
意
見
集
約

し
、
執
行
機
関
側
へ
提
言
し
て
き
た
経
過
か
ら
、
分

科
会
へ
の
分
担
を
省
略
し
、
全
体
会
に
お
い
て
審
査

し
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）
案
、
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
案

の
５
件
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
担
当
す
る
総
務
、
社

会
文
教
、
産
業
建
設
の
各
分
科
会
へ
の
分
担
を
決
定

し
、
12
月
12
日
か
ら
17
日
に
か
け
て
各
分
科
会
を
開

催
し
、
審
査
し
ま
し
た
。

　

12
月
24
日
に
開
催
し
た
後
期
全
体
会
で
は
、
各
分

科
会
の
審
査
に
つ
い
て
座
長
報
告
を
受
け
る
と
と
も

に
、
議
案
審
査
を
行
い
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　

12
月
25
日
の
閉
会
日
の
本
会
議
に
上
程
さ
れ
当
委

員
会
に
付
託
と
な
っ
た
住
民
税
非
課
税
世
帯
支
援
給

付
事
業
、
及
び
人
事
院
勧
告
に
伴
う
人
件
費
の
増
額

の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
案
、
並
び
に
人

件
費
を
増
額
す
る
特
別
会
計
補
正
予
算
の
議
案
８
件

に
つ
い
て
は
、
同
日
に
全
体
会
を
開
催
し
、
担
当
す

る
分
科
会
へ
の
分
担
を
省
略
し
、
審
査
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　市議会の各会派では、政策の立案、提言に生かし、市民益につなげていくことを目的に政務調査
を実施しています。令和６年４月から９月までに実施した各会派の調査研究の項目は以下のとおり
です。また、令和６年９月 27 日には、令和６年度前期の政務調査研究報告会を市役所で行いました。

■ 新政いいだ
　〇「女川町の東日本大震災からの復興」について（宮城県女川町）
　〇「福島水素エネルギー研究フィールド（FH2R）の立地に伴う活用」について（福島県浪江町）
　〇「浪江町における移住定住施策」について（福島県浪江町）
　〇「目黒区行政職員の地域コミュニティ研修」について（東京都目黒区）

■ 会派きぼう
　〇「公共交通を軸としたコンパクトシティの推進及びスマートシティの推進の取り組み」について
　　　（富山県富山市）
　〇「新高岡駅を活用した広域観光推進事業」、「新高岡駅整備後の市財政状況」について
　　　（富山県高岡市）
　〇「ジェンダーギャップ解消の取り組み」について（富山県南砺市）

■ 会派みらい
　〇「コミュニティツーリズムの取り組み」について（沖縄県東村 NPO 法人東村観光推進協議会）
　〇「Lagoon　KOZA の取り組み」について（沖縄県沖縄市）
　〇「那覇市社会福祉協議会と、那覇市パーソナルサポートセンターの取り組み」について
　　　（沖縄県那覇市社会福祉協議会、那覇市就職 ･ 生活支援パーソナルサポートセンター）

■ 公明党
　〇「市民主体のまちづくりと町内自治会の取り組み」について（千葉県千葉市）
　〇「川崎市子どもの権利に関する条例」について（神奈川県川崎市）
　〇「災害ケースマネジメント」、「仙台市と SDGs（持続可能な開発目標）･ 防災環境都市づくり」
　　　について（宮城県仙台市）　
　〇「廃校を活用した土着ベンチャー創出 ･ まちづくりの取り組み」について
　　　（秋田県五城目町 一般財団法人 ドチャベンジャーズ）
　〇「こども施策の推進と持続可能な行政サービスへの取り組み」について
　　　（秋田県大仙市）

　　　　　　　　　　　　詳細は飯田市議会公式ウェブサイトをご覧ください 　☞

令和６年度前期　政務調査研究報告会



⑦ 令和 7.1.24　いいだ市議会だより 240 号

12月18日に
委員会を開催

リニア推進
特別委員会

委員会の様子は
YouTubeを
ご覧ください。

「
飯
田
・
リ
ニ
ア
駅
前
広
場
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

に
つ
い
て

　

10
月
31
日
に
開
催
し
た
「
飯
田
・
リ
ニ
ア
駅
前

広
場
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
キ
ッ
ク
オ
フ
フ
ォ
ー
ラ

ム
」、
11
月
25
日
に
開
催
し
た
「
第
１
回 
飯
田
・
リ

ニ
ア
駅
前
広
場
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
開
催
概
要

な
ど
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
予
定
と
し
て
、
今
年
度
は
２
月
か
ら
３
月

に
２
回
目
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
開
催
。
令
和
７

年
度
は
、
全
体
会
と
し
て
３
回
か
ら
４
回
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
事
業
内
容
に

応
じ
て
分
科
会
の
よ
う
な
形
で
分
野
別
の
協
議
も

行
い
、
詳
細
な
事
業
計
画
を
検
討
す
る
。

　

令
和
７
年
度
末

を
目
指
し
、
賑
わ

い
づ
く
り
の
た
め

の
事
業
内
容
や
運

営
方
法
、
駅
前
広

場
内
に
整
備
す
る

施
設
を
検
討
し
、

運
営
事
業
体
の
方

向
性
を
ま
と
め
て

い
く
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

リ
ニ
ア
開
業
を
待
た
ず
、
先
行
し
て
駅
前
広
場

の
一
部
供
用
を
開
始
し
た
場
合
、
大
き
な
収
入

が
見
込
め
な
い
中
で
維
持
す
る
た
め
の
経
費
が
か

か
る
こ
と
に
な
る
が
、
経
費
に
つ
い
て
は
ど
こ
で
検

討
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
か
。

駅
前
広
場
の
管
理
運
営
は
、
民
間
事
業
者
を
中

心
と
し
た
管
理
運
営
事
業
体
が
行
っ
て
い
く
こ

と
に
な
る
が
、
リ
ニ
ア
開
業
ま
で
の
維
持
管
理
を
含

め
、
経
費
に
つ
い
て
も
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
意

見
を
踏
ま
え
る
中
で
管
理
運
営
事
業
体
と
市
で
検

討
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

A Q

①山梨県甲府市
　リニア中央新幹線駅周辺整備とリニア活用の取組について
②山梨県立リニア見学センター及び山梨リニア実験線

　議会運営委員会は、議会改革度ランキング（早稲田大学マニフェスト研究所公表）において 2020 年と 2021
年に２年連続で全国総合第１位となった茨城県取手市議会を視察しました。
　取手市議会はコロナ禍での議会におけるオンライン会議をいち早く取り入れていたことから、ICT
を活用した「デモテックの取り組み」をはじめ、「中学生との協働事業」「議会運営の取り組み」の３項
目を研修テーマに２日間にわたって学びました。
　デモテックの取り組みでは、「議会という組織には住民が含まれており、住民の中に議会がある」と
の考えのもと、オンラインを積極的に活用し、住民も視聴できるユーチューブ動画による議案事前説明
や、聴覚障害の方にも議会を知っていただけるようにリアルタイムの字幕表示
など多岐にわたる ICT の活用を学びました。
　中学生との協働事業においては、中学生自身が「自分達の暮らしを良くする
ためには」を議案に見立てて考え、討論し、採決するというリアルを追求した
模擬議会を、議員がサポートしながら協働して作り上げる様子を学びました。

視 察 箇 所

＊デモテック（DemoTech）とは、Democracy（民主主義）とTechnology（技術）をかけ合わせた造語。
　取手市議会は、議会運営における ICTを全国に先駆けて導入。

議会運営委員会が管外視察を実施 （10月29日から30日まで）

▲研修の様子

▲11月25日のワークショップの様子

①甲府市役所 ②山梨リニア実験線
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第4回定例会の代表質問と一般質問の概要を
紹介します。

　
▶質問順に掲載
▶末尾の■は、他の質問項目
▶質問の様子は、Youtubeで
　動画配信しています

市政を問う市政を問うズバリ

一般質問はこちらから

　　　地域とこどもの繋がりと
　　　　　　　 「こどもまんなか社会」について

地域内経済の循環について
～地域のお金を地域の中で回すためには～

地
域
で
も
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」

の
構
築
は
重
要
。今
後
の
地
域
共
生
社

会
構
築
の
要
に
な
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

今
後
の
方
向
性
を
考
え
て
い
く
上
で
、

地
域
内
経
済
の
循
環
に
係
る
業
種
等

の
実
態
調
査
か
ら
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

財
源
も
限
ら
れ
る
中
で
、
子
育
て
支

援
な
ど
「
こ
ど
も
政
策
」
を
ど
こ
ま

で
進
め
よ
う
と
考
え
て
い
る
か
。

地
域
資
源
を
活
用
す
る
新
た
な
商
品

の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き

る
よ
う
な
仕
組
み
の
検
討
が
必
要
で
は
な

い
か
。

地
域
で
こ
ど
も
を
育
て
る
枠
組
み
が

あ
る
こ
と
は
、こ
ど
も
に
と
っ
て
も
、地

域
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
醸
成
に
と
っ
て
も
非
常
に

良
い
こ
と
だ
と
考
え
る
。
こ
ど
も
が
地
域
の

大
人
と
交
流
し
、互
い
の
顔
が
分
か
り
、遊
び

や
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
共
に
し
て
地
域
を

知
る
こ
と
が
、こ
ど
も
が
地
域
に
誇
り
や
愛

着
を
持
つ
こ
と
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、地
域
で

こ
ど
も
を
育
む
環
境
を
整
え
て
い
く
中
で
、

改
め
て
大
人
ど
う
し
の
つ
な
が
り
も
醸
成

さ
れ
、
こ
ど
も
か
ら
元
気
を
も
ら
え
る
。

既
存
の
デ
ー
タ
だ
け
で
実
態
を
表
す

の
は
限
界
が
あ
り
、
何
ら
か
の
調
査

は
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。
業
種
、
事
業

規
模
等
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
対
象
事

業
者
を
選
定
し
、
市
内
の
調
達
率
に
つ
い

て
毎
年
調
査
し
、
そ
の
結
果
を
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の

指
標
と
す
る
こ
と
を
検
討
し
た
い
。

国
も
「
今
が
少
子
化
傾
向
を
反
転
で

き
る
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
」
と
言
っ
て

い
る
が
、
当
市
に
お
い
て
も
今
が
踏
ん
張

り
ど
こ
ろ
と
捉
え
て
い
る
。
財
源
や
さ
ま

ざ
ま
な
制
約
は
あ
る
が
、
こ
ど
も
を
真
ん

中
に
お
い
て
社
会
を
作
っ
て
い
き
た
い
と

い
う
考
え
は
持
っ
て
お
り
、
で
き
る
限
り

の
こ
と
を
し
た
い
。

■
こ
ど
も
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所

に
つ
い
て
■
飯
田
女
子
高
等
学
校
生
徒
と

の
意
見
交
換
か
ら
気
付
か
さ
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
■
マ
マ
・
パ
パ
の
産
休
、
育
休
取

得
に
つ
い
て

戦
略
的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。紹
介
の
あ
っ
た
山
口
県
岩

国
市
の
ブ
ラ
ン
ド
推
進
の
取
組
は
、認
知
度

が
高
く
ブ
ラ
ン
ド
力
の
あ
る
産
品
を
軸
に
、

多
様
な
業
種
が
参
画
し
て
関
連
す
る
商
品

の
開
発
を
進
め
て
い
る
点
で
参
考
に
な
る
。

関
係
す
る
部
署
と
情
報
の
共
有
を
図
り
、こ

れ
ま
で
の
取
組
に
加
え
て
、戦
略
に
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
。ブ
ラ
ン
ド
化
は
消
費
の
拡

大
に
寄
与
す
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、引

き
続
き
研
究
し
て
い
く
。

■
企
業
立
地
の
促
進
、
人
材
不
足
へ
の
対

策
に
つ
い
て
■
所
得
の
流
入
・
流
出
か
ら

見
た
移
住
定
住
の
考
え
方
に
つ
い
て
■
地

域
通
貨
実
証
実
験
の
状
況
に
つ
い
て

A

A

A

A

Q

Q

Q

Q

委
員
会
代
表
質
問
　
社
会
文
教
委
員
会

委
員
会
代
表
質
問
　
産
業
建
設
委
員
会

委
員
会
代
表
質
問
　
社
会
文
教
委
員
会

委
員
会
代
表
質
問
　
産
業
建
設
委
員
会

永
　
井
　
一
　
英
　
議
員

福
　
澤
　
克
　
憲
　
議
員

代表質問　８～10ページ
 委員会代表質問

　各常任委員会の代表者が所管事務につい
て質問します。

 会派代表質問
　各会派の代表者が市政全般について質問し
ます。会派の意見を次年度の予算に反映させ
やすいよう、飯田市議会では第４回定例会に
行っています。

一般質問　10～11ページ
　市政全般にわたり、市長をはじめとする執
行機関側に、事業の執行状況、将来的な方針
などを質し、説明を求めるものです。第４
回定例会では、６人の議員が質問しました。
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飯田市の将来を見据えた総合施策について
～中長期視点に立った施策と令和７年度予算編成～

「日本一住みたいまち」の実現に向けて
～市政運営の基本姿勢と具体的な取組について～

市長２期目の市政経営について
～市長の公約をチェックする～

物
価
高
騰
等
の
経
済
的
影
響
に
伴
う

予
算
編
成
の
考
え
方
は
。

「
今
、
飯
田
市
に
暮
ら
す
市
民
の
満
足

度
へ
の
貢
献
」
が
市
政
運
営
に
お
い
て

最
も
重
要
と
考
え
る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

健
全
な
財
政
運
営
を
維
持
す
る
た
め

の
寄
っ
て
立
つ
柱
と
し
て
「
財
政
に

関
す
る
条
例
」
が
必
要
で
は
な
い
か
。

こ
ど
も
家
庭
庁
が
推
進
す
る
「
こ
ど
も

ま
ん
な
か
社
会
」に
応
じ
た
、こ
ど
も
に

優
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
考
え
方
は
。

市
民
は
ム
ト
ス
の
力
を
十
分
に
発
揮

し
地
域
自
治
を
進
め
て
き
た
。
社
会

環
境
の
変
化
に
伴
う
地
域
課
題
へ
の
行
政

の
取
組
は
。

女
性
か
ら
も
「
生
き
る
場
」
と
し
て

選
ば
れ
る
飯
田
市
を
、
ど
の
よ
う
に

し
て
創
っ
て
い
こ
う
と
考
え
る
か
。

原
油
価
格
や
物
価
の
高
騰
の
影
響
を

受
け
る
方
々
へ
の
支
援
は
、
市
単
独

で
の
継
続
は
財
政
的
に
難
し
い
。
国
が
低

所
得
者
世
帯
の
支
援
や
中
小
企
業
の
賃
上

げ
環
境
整
備
等
の
方
針
を
掲
げ
て
お
り
、

国
や
県
と
連
携
し
て
必
要
な
施
策
を
行
っ

て
ま
い
る
。
ま
た
、
緊
急
防
災
・
減
災
事

業
債
は
令
和
７
年
度
ま
で
の
時
限
措
置
と

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
も
延
長
の
要

望
を
行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
要
望
し
て

い
く
。

市
民
が
何
を
考
え
、
何
を
課
題
に
感

じ
て
い
る
か
を
市
政
の
真
ん
中
に
置

か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
大
前
提
と
し
、

一
期
目
か
ら
「
対
話
と
現
場
主
義
」
を
政

治
信
条
と
し
て
い
る
。「
近
き
者
よ
ろ
こ
び

遠
き
者
来
た
る
」「
人
口
の
数
を
追
う
の
で

は
な
く
、
そ
こ
に
住
む
一
人
一
人
の
人
生

が
幸
せ
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
重
要
」
と

い
う
考
え
は
常
に
持
っ
て
お
り
、
今
後
も

持
ち
続
け
た
い
。

「
予
算
編
成
は
総
合
計
画
に
基
づ
い
て

行
う
」
と
条
例
で
定
め
る
こ
と
で
、
市

長
の
恣
意
的
な
市
政
運
営
を
制
約
で
き
る

が
、
一
方
で
硬
直
的
な
市
政
運
営
を
招
き
か

ね
な
い
と
も
言
え
る
。
飯
田
市
で
は
、
財
政

見
通
し
を
「
も
の
さ
し
」
と
し
て
、
将
来
的

な
負
担
も
見
据
え
な
が
ら
毎
年
の
予
算
を
組

み
立
て
て
い
く
手
法
を
採
用
し
て
お
り
、
条

例
制
定
の
必
要
性
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

子
育
て
世
代
が
孤
立
し
な
い
こ
と
、
相

談
で
き
る
場
所
が
あ
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
お
り
、
市
の
担
当
課
や
保
健
師
、
地

域
の
民
生
児
童
委
員
に
相
談
で
き
る
こ
と
等

を
各
種
媒
体
を
用
い
て
広
報
し
て
い
る
。
教

育
・
保
育
施
設
と
の
連
携
や
気
軽
に
相
談
で

き
る
体
制
づ
く
り
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ

に
即
し
た
支
援
策
を
検
討
し
、
周
知
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
。
ま
た
、
こ
ど
も
を
真
ん
中

に
置
い
た
地
域
づ
く
り
が
大
事
で
あ
り
、
そ

れ
が
結
果
と
し
て
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

各
地
区
の
特
徴
・
特
色
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
べ
く
、
自
治
振

興
セ
ン
タ
ー
所
長
会
等
に
お
い
て
今
後
の

取
組
を
検
討
し
て
い
る
。
役
員
の
負
担
軽

減
に
関
し
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の

組
織
・
事
業
の
見
直
し
に
、
自
治
振
興
セ

ン
タ
ー
職
員
も
参
加
し
て
い
る
。
昨
年
度　

16
項
目
の
見
直
し
を
行
っ
た
が
、
更
な
る

検
討
を
進
め
て
い
る
。

■
消
防
団
、赤
十
字
奉
仕
団
の
団
員
確
保
、

活
動
の
充
実
■
地
域
、ふ
る
さ
と
を
守
り
つ

な
ぐ
地
域
農
業
の
振
興
■
保
育
環
境
の
充

実
、学
園
構
想
の
推
進
、大
学
誘
致

令
和
２
年
の
国
勢
調
査
の
分
析
で
は
、

進
学
等
の
た
め
に
転
出
し
た
後
、
飯

田
市
に
戻
ら
な
い
人
の
割
合
は
、
女
性
の

方
が
多
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。
女

性
が
自
己
実
現
で
き
る
ま
ち
、
女
性
に
選

ば
れ
る
ま
ち
を
創
る
た
め
に
は
、
デ
ー
タ

に
表
れ
な
い
実
際
の
女
性
の
声
を
聴
く
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め

の
場
を
作
り
、
そ
の
声
を
地
域
づ
く
り
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

■
リ
ニ
ア
の
工
期
延
長
に
伴
う
駅
設
置
自

治
体
と
し
て
の
対
応
に
つ
い
て
■
住
民
自

治
の
将
来
に
つ
い
て
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A

A

A

Q

Q

Q

Q

Q

Q

会
派
代
表
質
問
　
会
派
き
ぼ
う

会
派
代
表
質
問
　
新
政
い
い
だ

会
派
代
表
質
問
　
会
派
み
ら
い

会
派
代
表
質
問
　
会
派
き
ぼ
う

会
派
代
表
質
問
　
新
政
い
い
だ

会
派
代
表
質
問
　
会
派
み
ら
い

清
　 

水
　
　
　
勇
　
議
員

清
　
水
　
優
一
郎
　
議
員

井
　
坪
　
　
　
隆
　
議
員
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若
者
世
代
の
つ
な
が
り
づ
く
り
へ

「
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
Ｉ
Ｉ

Ｄ
Ａ
」
の
取
組
を
ヒ
ン
ト
に
で
き
な
い

か
。

宮　脇　邦　彦　議員（公明党）

コ
ロ
ナ
禍
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
分

断
を
経
験
し
た
若
者
が
つ
な
が
り

合
い
、
や
り
た
い
こ
と
が
実
現
で
き
た

経
験
は
、
ゆ
る
や
か
な
つ
な
が
り
や
、

つ
な
が
り
の
再
生
が
ど
う
い
う
形
で
で

き
る
か
と
い
う
大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な
る

実
例
と
受
け
止
め
て
い
る
。
市
と
し
て

も
、
こ
の
よ
う
な
経
験
を
持
つ
若
者
が

地
域
の
活
力
に
な
る
と
期
待
し
て
お

り
、
こ
れ
に
続
く
事
例
が
生
ま
れ
る
よ

う
若
者
の
自
己
実
現
を
応
援
し
て
ま
い

り
た
い
。

A Q

財政の健全性を
どのように担保していくか

財
政
の
長
期
見
通
し
で
は
不
安
要

素
が
見
ら
れ
る
が
、
い
い
だ
未
来

デ
ザ
イ
ン
後
期
計
画
期
間
に
お
け
る
財

政
の
見
通
し
は
。

原　　　和　世　議員（会派みらい）

後
期
計
画
の
最
終
年
度
と
な
る
令

和
10
年
度
末
の
基
金
残
高
及
び
地

方
債
残
高
の
目
標
値
を
定
め
て
い
る

が
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
伴
う
市

税
収
入
減
や
、
物
価
高
・
人
件
費
高
な

ど
、
目
標
の
達
成
が
困
難
と
な
る
要
素

が
あ
る
。
多
額
の
投
資
的
経
費
を
要
す

る
事
業
も
控
え
て
お
り
、
恒
常
的
経
費

と
と
も
に
長
期
的
な
見
通
し
を
持
っ
た

財
政
運
営
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
４
年

間
は
非
常
に
重
要
な
期
間
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

A Q

「令和７年度予算編成の基本方針」の基本的な考え方より
「助け合いによる地域防災力の強化」について

いいだ未来デザイン 2028 後期計画へ向けた市長の思いと
後期計画における戦略バスケットの考え方、思いは

組
合
加
入
率
が
低
下
す
る
な
か
、こ
れ

ま
で
以
上
に
市
民
の
理
解
・協
力
が
必

要
に
な
る
と
考
え
る
が
、ど
う
進
め
る
か
。

後
期
計
画
は
骨
格
か
ら
肉
付
け
ま
で

市
長
の
思
い
を
反
映
さ
せ
組
み
立
て

た
と
考
え
る
が
、思
い
は
ど
の
程
度
込
め
ら

れ
た
か
。

緊
急
時
に
個
人
所
有
の
井
戸
の
使
用

が
可
能
と
な
る
よ
う
、
市
が
中
心
と

な
り
鼎
地
区
の
取
組
を
各
地
区
に
広
げ
て

は
ど
う
か
。

後
期
計
画
で
は
戦
略
バ
ス
ケ
ッ
ト
の

考
え
方
が
よ
り
強
ま
っ
た
と
考
え
る

が
、
組
み
立
て
の
考
え
方
、
思
い
は
。

組
合
未
加
入
者
に
も
防
災
訓
練
や
公

民
館
事
業
等
の
地
域
の
行
事
に
で
き

る
だ
け
参
加
い
た
だ
き
、
地
域
を
知
り
、

ま
た
地
域
の
方
々
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
。
特
に
災
害
時
に
は
、

ま
ち
づ
く
り
組
織
や
隣
組
合
と
顔
の
見
え

る
関
係
に
な
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
。
地

域
の
実
情
に
応
じ
て
、
組
合
加
入
を
前
提

と
し
た
こ
れ
ま
で
の
も
の
と
は
異
な
る
つ

な
が
り
を
作
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

後
期
計
画
、
総
合
計
画
は
市
長
の
思

い
だ
け
で
作
る
も
の
で
は
な
く
、
い

い
だ
未
来
デ
ザ
イ
ン
会
議
を
設
け
、
そ
の

議
論
を
中
心
に
後
期
計
画
を
作
っ
て
き
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
を
中
心
に
据
え
、
か

つ
、
そ
れ
を
飯
田
市
版
に
ロ
ー
カ
ラ
イ
ズ

し
た
い
と
い
う
私
の
思
い
を
盛
り
込
ん
で
、

市
民
会
議
で
四
つ
の
視
点
を
ま
と
め
て
い

た
だ
い
た
。
こ
れ
ら
は
飯
田
ら
し
さ
を
含

ん
だ
大
事
な
視
点
で
あ
る
と
捉
え
て
お
り
、

こ
れ
を
後
期
計
画
の
視
点
と
し
て
七
つ
の

基
本
目
標
を
策
定
し
た
。

災
害
時
の
生
活
用
水
と
し
て
井
戸
水

の
活
用
は
有
効
で
あ
る
。
鼎
地
区
の

自
主
防
災
組
織
で
は
、
地
区
内
の
個
人
所

有
の
井
戸
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
を
も
と

に
所
有
者
に
協
力
を
求
め
て
い
く
と
聞
い

て
い
る
。
参
考
に
な
る
取
組
で
あ
り
、
他

地
区
へ
周
知
を
し
て
ま
い
り
た
い
。
な
お
、

来
年
度
か
ら
「
自
主
防
災
組
織
施
設
整
備

補
助
金
」
に
お
い
て
、
停
電
時
に
も
井
戸

水
を
汲
み
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
手
押
し

式
ポ
ン
プ
の
購
入
費
も
助
成
対
象
と
す
る

方
向
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。

戦
略
バ
ス
ケ
ッ
ト
方
式
は
、
課
題
に

対
し
て
様
々
な
分
野
・
立
場
の
人
が

連
携
し
、
施
策
の
組
み
合
わ
せ
・
掛
け
合

わ
せ
に
よ
り
戦
略
的
に
取
組
を
推
進
し
て

い
く
も
の
で
あ
り
、
か
っ
ち
り
と
固
め
た

総
合
計
画
が
多
い
中
で
、
こ
の
考
え
方
を

採
用
し
て
い
る
の
は
い
い
だ
未
来
デ
ザ
イ

ン
の
特
徴
で
あ
る
。
後
期
計
画
で
は
、
先

に
述
べ
た
四
つ
の
視
点
か
ら
七
つ
の
基
本

目
標
に
再
編
し
た
こ
と
で
、
こ
の
特
徴
が

よ
り
強
ま
っ
た
と
考
え
る
。

A

A

A

A

Q

Q

Q

Q

会
派
代
表
質
問
　
日
本
共
産
党

会
派
代
表
質
問
　
公
明
党

会
派
代
表
質
問
　
日
本
共
産
党

会
派
代
表
質
問
　
公
明
党

古
　
川
　
　
　
仁
　
議
員

小
　
林
　
真
　
一
　
議
員

若者に選ばれる飯田市を
どう描くか
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高齢期の特性に配慮した
防犯対策の考えについて

介
護
保
険
の
住
宅
改
修
や
特
定
福

祉
用
具
購
入
時
の
支
払
方
法
は
、

受
領
委
任
払
い
が
安
全
と
考
え
る
が
、

導
入
の
考
え
は
。

市　瀬　芳　明　議員（日本共産党）

保
険
給
付
対
象
部
分
を
市
が
事
業

者
に
直
接
支
払
う
受
領
委
任
払
い

の
導
入
は
平
成
18
年
度
頃
に
検
討
を
開

始
し
、
現
在
は
生
活
保
護
受
給
者
と
中

国
残
留
邦
人
に
限
っ
て
採
用
し
て
い
る
。

個
人
と
業
者
間
の
高
額
な
現
金
の
授
受

が
な
く
な
る
た
め
、
消
費
者
被
害
の
リ

ス
ク
と
利
用
者
の
負
担
の
軽
減
が
期
待

で
き
る
が
、
業
者
等
へ
の
事
務
上
の
影

響
も
あ
る
。
課
題
の
整
理
と
業
者
へ
の

意
向
確
認
を
し
て
検
討
し
て
い
く
。

　

各
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
に
よ
り
、
令
和
６
年
度
の
議
会
報
告
・
意
見

交
換
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

10
月
３
日（
木
）か
ら
11
日（
金
）ま
で
の
間
に
、
市

内
８
会
場
で
開
催
し
た
議
会
報
告
・
意
見
交
換
会
に

は
、
５
４
５
人
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
１
、

３
８
８
件
の
ご
意
見
・
要
望
等
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
等
は
、
左

表
の
と
お
り
分
類
し
、「
調
査
・
研
究
（
問
題
分
析
）

を
行
う
も
の
」
と
し
た
項
目
に
つ
い
て
は
、
各
常
任

委
員
会
で
調
査
研
究
を
進
め
、
委
員
会
の
所
管
事
務

調
査
報
告
書
に
も
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
は
、
参
加
い
た

だ
い
た
皆
様
の
約
87
％
以
上
の
方
か
ら
、
開
催
し
た

こ
と
に
対

し
、
評
価

を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

来
年
度

も
有
意
義

な
会
と
な

る
よ
う
に

工
夫
を
し

て
ま
い
り

ま
す
。

A Q

民間保育所等の給食に係る
副食費補助の継続は

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
副
食
費
の

補
助
に
つ
い
て
、
複
数
年
度
で
計

画
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

木　下　德　康　議員（新政いいだ）

令
和
７
年
度
に
お
い
て
副
食
費
補

助
事
業
が
継
続
で
き
る
か
は
、
現

状
で
は
不
透
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
副

食
費
に
限
ら
ず
、
俯
瞰
的
に
子
育
て
世

代
の
経
済
的
支
援
に
つ
い
て
検
討
し
て

ま
い
る
。
複
数
年
度
に
わ
た
る
副
食
費

の
物
価
高
騰
対
策
を
計
画
す
る
た
め
に

は
、
財
源
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
。
国

の
臨
時
交
付
金
な
ど
の
動
向
を
注
視
し

て
、
検
討
し
て
い
く
。

■
飯
田
市
職
員
が
楽
し
く
働
く
に
は

A Q

ひきこもりと不登校に対する
重層的支援について

不
登
校
に
悩
む
家
庭
が
、
飯
田
市

の
重
層
的
支
援
体
制
を
知
ら
な

か
っ
た
。
庁
内
の
横
の
つ
な
が
り
は
で

き
て
い
る
の
か
。

関　島　百　合　議員（会派みらい）

周
囲
か
ら
見
て
心
配
な
状
態
で

あ
っ
て
も
、
支
援
を
望
ま
な
い
家

庭
に
情
報
を
届
け
る
こ
と
は
難
し
い
。

支
援
を
求
め
る
声
を
上
げ
ら
れ
ず
に
い

る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
支
援

を
望
む
家
庭
に
は
必
要
な
情
報
が
届
い

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。「
福
祉
ま
る

ご
と
相
談
窓
口
」
で
は
、
寄
り
添
い
、

課
題
を
一
緒
に
考
え
、
関
係
機
関
等
に

つ
な
い
で
い
る
。
ま
た
、
地
域
に
出
向

く
出
張
相
談
も
実
施
し
て
い
る
。

A Q

若者が戻ってこないという
構造的課題の解決は

四
年
制
大
学
の
誘
致
に
つ
い
て
、

市
長
の
現
在
の
決
意
と
今
後
の
取

組
は
。

長 谷 部　春 生　議員（会派きぼう）

信
州
大
学
の
新
学
部
設
置
は
見
送

ら
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
こ
れ

ま
で
の
取
組
が
同
大
学
の
研
究
拠
点
の

設
置
に
つ
な
が
っ
た
。
研
究
講
座
の
設

置
等
の
取
組
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と

で
、
将
来
的
に
南
信
州
に
学
部
・
キ
ャ

ン
パ
ス
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。
ま
た
、
有
力
な
情
報
が
あ
れ

ば
、
信
州
大
学
に
限
ら
ず
四
年
制
大
学

の
誘
致
に
向
け
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を

探
っ
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
市
に
関
わ

る
大
学
や
県
と
の
連
携
を
強
化
し
て
ま

い
り
た
い
。

A Q

「
議
会
報
告・意
見
交
換
会
」で
多
く
の

ご
意
見・要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た

「
議
会
報
告・意
見
交
換
会
」で
多
く
の

ご
意
見・要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た

1,388件の意見・要望等の分類
委員会として調査・研究
（問題分析）を行うもの 1,240件

予算審議等を通して扱うもの 0件

早急に回答を要するもの 18件

年度内に回答を行うもの 41件

市へ伝えておくべきもの 15件

その他（市議会として聞き
置くこととするもの） 74件
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がんばっとるに!! 橋北 
議会の動き（予定）

広報広聴委員会

議会傍聴に際してのお願い

■令和７年第１回定例会
　２月27日㈭～３月21日㈮
◇一般質問（傍聴可能）
　３月４日㈫、５日㈬
◇委員会日程（傍聴可能）
予算決算委員会前期全体会	 ３月 ６日㈭
総務委員会	 ３月10日㈪・11日㈫
社会文教委員会	 ３月11日㈫・12日㈬
産業建設委員会	 ３月12日㈬・13日㈭
リニア推進特別委員会	 ３月14日㈮
予算決算委員会後期全体会	 ３月19日㈬

■議会への請願・陳情は、議会事務局へ
２月13日㈭午後5時までにご提出ください。

　橋北イルミネーションフェスタ　ファイナル
　飯田の冬の風物詩の一つ「橋北イルミネーショ
ンフェスタ」も今年で第16回を迎えました。主
催:橋北まちづくり委員会、企画運営:橋北面白倶
楽部の体制で平成21年に初開催して以来、毎年
追加･改良･その年の話題などを盛り込みながら開
催してまいりましたが、残念ながら今回を最後に
休止することとなりました。一月半程かかる準備
の大変さから止めたい気持ち半分、「今年も綺麗
だったに!!」「また来年も楽しみにしとるな!!」
に励まされここまで取り組んで来ることが出来ま
した。「これで最後」「人手が足りない」と聞き
つけて、地元の中高生のボランティアも加わって
くれた今年は、また一味違った出来映えでした。
「いつの日かまた違った形で…」そう願いつつ、
LEDライトを置かせていただき、ふつうの「じい
ちゃ、おね～さん」に戻ります。

ありがとう旧飯田測候所!!

　11月11日（月）に「飯田市教育委員会施設等総
合管理計画」に基づき施設改修をした体育施設３
カ所を視察しました。生涯学習・スポーツ課か
ら、飯田市総合運動場は陸上競技場第2種公認更
新のための改修工事と夜間照明設備の設置、飯田
市上郷体育館は照明器具のLED化、山田体育館は
照明器具のLED化、屋根外壁工事、トイレ改修
などについて説明を受け、状況の確認を行いまし
た。市民の皆さんのスポーツ施設ですが、老朽化
により改修が必要な施設が多くあります。優先順
位をつけ要望を提案してまいります。

　議場や委員会室に入る場合は、帽子、外とう、襟巻
の着用、及びつえ、傘の類の携帯はご遠慮ください。（病
気その他の理由により議長の許可を得たときは例外と
なりますので議会事務局職員にお申し出ください。）
ご理解とご協力をお願いいたします。

委員長／岡 田 倫 英　  副委員長／山 崎 昌 伸
委　員／小 平 　 彰　  橋 爪 重 人　  西 森 六 三
　　　　宮 脇 邦 彦　  関 島 百 合　  市 瀬 芳 明

始めた頃のメンバー (平成24年頃の写真)
…この頃も学生が協力してくれていました。

「くらし豊かな  いいだの未来（あす）を　市民とともに」
～市民のしあわせに貢献する議会～飯田市議会スローガン

議席番号　　　19
住所地　　　　松尾
所属委員会　　総務
会派　　　　　会派きぼう

父の背中と将来の夢
長
は
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　長男が保育園の誕生日会で将来の夢について「消
防士さん」と答えたそうです。理由は「お父さんが
消防団をやっているから」とのこと（常備消防と消
防団の違いはまだわからないよう）。
　消防団の活動で家を空けることも度々あり、妻を
はじめ家族の協力には感謝しかありません。その上
で、長男がそんな父の姿・背中を見て、興味を持って
くれたことについて大変嬉しく、希望を感じました。
　これからの消防団をはじめ様々な活動についても、
まず自分が楽しく活動できる環境や状況を作り、楽
しそうに頑張っている姿を、支えてくれる人に見ても
らうことが長く続けていく秘訣なのかもしれません。

飯田市総合運動場
（松尾明）で説明を
受ける

議員紹介　　　議員自らが紹介します


